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駐
在
だ
よ
り

は
る
に
れ

～
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う　

安
心
な
ま
ち
～

帯
広
警
察
署
☎
０
１
５
５
（
25
）
０
１
１
０

茂
岩
駐
在
所
☎
５
７
４
‐
２
０
１
３

豊
頃
駐
在
所
☎
５
７
４
‐
２
１
５
１

大
津
駐
在
所
☎
５
７
５
‐
２
０
０
２

空
き
家
・
空
き
地

利
活
用
事
業
補
助
金

役
場
総
務
政
策
課
政
策
推
進
係

☎
５
７
４
‐
２
２
１
１

事
業
内
容
▽
町
内
の
空
き
家
・
空
き
地
の
利
活

用
に
よ
る
移
住
・
定
住
促
進
を
図
る
た
め
、
空

き
地
の
購
入
、
空
き
家
の
賃
貸
料
の
一
部
に
対

し
て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
物
件
▽
「
豊
頃
町
空
き
家
等
情
報
バ
ン
ク
」

に
登
録
さ
れ
た
住
宅
の
建
築
が
可
能
な
空
き

地
、
お
よ
び
居
住
可
能
な
空
き
家
。

補
助
対
象
者
▽

①
町
内
在
住
者
ま
た
は
移
住
者
で
、
対
象
物
件

の
空
き
家
ま
た
は
空
き
地
を
購
入
し
、
購
入

後
３
年
以
内
に
居
住
し
、
10
年
以
上
居
住
す

る
意
思
が
あ
る
方
。

②
移
住
者
で
、
空
き
家
を
貸
借
し
、
３
年
以
上

居
住
す
る
意
思
が
あ
る
。

補
助
金
額
▽

①
空
き
地
の
購
入
費
用
（
租
税
公
課
、
契
約
費

用
、
登
記
費
用
、
仲
介
手
数
料
等
を
除
く
。）

ま
た
は
国
税
庁
に
お
け
る
土
地
の
評
価
方
法

（
倍
率
方
式
）
に
準
じ
て
計
算
さ
れ
た
評
価

額
の
低
い
方
の
額
の
２
分
の
１
と
し
、
限
度
額

は
50
万
円
と
す
る
。
た
だ
し
、
移
住
者
お
よ

び
子
育
て
世
帯
は
限
度
額
を
70
万
円
と
す
る
。

②
家
賃
月
額
の
２
分
の
１
と
し
、
限
度
額
は
月

２
万
円
と
す
る
。
た
だ
し
、
子
育
て
世
帯
は

限
度
額
を
３
万
円
と
す
る
。（
最
大
24
か
月

分
）

特
記
事
項

▽
定
住
促
進
等
住
宅
取
得
補
助
金
と
併
用
可
能
。

申
請
手
続

▽
詳
細
は
総
務
政
策
課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　町内にある空き家・空き地を
「貸したい」「売りたい」とお考
えの方は、ぜひ本制度の活用をご
検討ください。
　また、空き家・空き地等に関す
る相談を随時受け付けていますの
で、気軽にご相談ください。

※本制度は、空き家・空き地等に
関する情報をインターネット上
に公開し、広く情報提供を行う
制度で、町が売買・賃貸の仲介
を行うものではありません。

※売買・賃貸交渉および契約等は
当事者間で行っていただきま
す。

役場総務政策課政策推進係
（574）2211

豊頃町豊頃町空き家等情報空き家等情報
バンク制度バンク制度

にご登録ください！

茂
岩
俳
句
会

妻
誘
い
花
見
の
予
定
前
倒
し

脇　

坂　

信　

一

母
誘
い
お
に
ぎ
り
だ
け
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク

松　

井　

初　

美

青
空
に
恋
し
ピ
ン
ク
の
芝
桜

野　

田　

の
り
子

風
強
し
歴
舟
川
の
鯉
幟

畑　

中　

幸　

二

握
り
飯
ど
こ
に
座
ろ
か
若
葉
風

長　

﨑　

あ
け
み

う
ら
ら
か
や
乳
母
車
の
児
に
つ
こ
り
と

松　

井　

テ
ル
子

そ
よ
風
に
身
を
任
せ
き
り
芥
子
の
花

上　

地　

絹　

子

子
ら
の
手
を
か
わ
し
す
り
抜
け
散
る
桜

甘　

粕　

恵
美
子

部
活
行
く
孫
も
多
忙
の
子
ど
も
の
日

中　

島　

喜
代
美

藤
垂
れ
て
空
の
余
白
を
な
が
め
た
り

神　
　
　

直　

子

横
溝
の
カ
バ
ー
絵
眺
む
昭
和
の
日

門　

馬　

英　

寿

想
ひ
出
の
尽
く
る
こ
と
無
し
柏
餅

中　

屋　

吟　

月

豊
寿
文
芸

花
万
朶
振
り
向
か
ず
逝
く
師
は
幸
子

前　

川　

ひ
と
み

遠
郭
公
止
ま
ぬ
心
音
師
の
訃
報

伊　

藤　

泰　

山

棺
に
は
小
窓
あ
り
け
り
遠
郭
公

徳　

田　

則　

子

故
郷
へ
想
い
は
尽
き
ず
星
流
る

西　

本　

牧　

童

早
朝
の
地
震
に
ふ
る
え
る
花
の
雲

海　

富　

智　

恵

ひ
と
握
り
ざ
く
り
と
切
る
や
春
の
葱

上　

田　

知　

子

汗
ま
み
れ
夢
見
る
酪
農
実
習
生

垣　

内　

順　

子

昭
和
の
日
金
の
玉
子
も
今
八
十
路

福　

井　

一　

浩

新
人
や
負
け
ず
に
勝
て
よ
五
月
病

佐　

藤　
　
　

安

豊
寿
大
学
一
般
教
養
講
座

や
さ
し
い
俳
句
講
座
の

ご
案
内

教
育
委
員
会

　

教
育
課
社
会
教
育
係

☎
５
７
９
‐
５
８
０
１

　

豊
寿
大
学
一
般
教
養
講
座
で
、講
師
に
さ
っ

ぽ
ろ
俳
句
倶
楽
部　

主
宰　

瀬
戸
優
理
子 

氏

を
お
招
き
し
俳
句
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

瀬
戸
氏
は
、
東
京
都
出
身
、
南
幌
町
在
住
。

２
０
１
５
年
第
33
回
現
代
俳
句
新
人
賞
受
賞
。

　
「
こ
と
ば
」
を
通
し
て
季
節
や
日
常
の
魅
力

を
伝
え
る
俳
人
と
し
て
活
動
さ
れ
て
お
り
、

や
さ
し
く
楽
し
く
俳
句
の
世
界
を
学
べ
ま
す
。

　

右
脳
と
左
脳
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
使
う
「
俳

句
」
は
脳
ト
レ
に
も
な
り
ま
す
。

　

年
齢
問
わ
ず
、
一
般
の
方
も
参
加
で
き
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
令
和
８
年
度
労
働
保
険
の
年
度
更
新

・
令
和
８
年
６
月
１
日
（
月
）
か
ら
７
月
10
日

（
金
）
の
間
に
申
告
・
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
申
告
・
納
付
は
最
寄
り
の
労
働
局
、
労
働
基

準
監
督
署
又
は
金
融
機
関
で
お
願
い
し
ま
す
。

【
照
会
先
】

　

厚
生
労
働
省
労
働
基
準
局
労
働
保
険
徴
収
課

　

業
務
係　

☎
０
３
（
５
２
５
３
）
１
１
１
１

　
　
　
　
　
　
（
内
線
：
５
１
６
２
）

◆
電
子
申
請
の
利
用
促
進

　

・
労
働
保
険
の
手
続
き
は
「
電
子
申
請
」
を

　
　

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

・
労
働
保
険
の
電
子
申
請
は
「
ｅ
‐
Ｇ
ｏ
ｖ
」

　
　

か
ら
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
照
会
先
】

　

厚
生
労
働
省
労
働
基
準
局
労
働
保
険
徴
収
課

　

企
画
係　

☎
０
３
（
５
２
５
３
）
１
１
１
１

　
　
　
　
　
　
（
内
線
：
５
１
６
０
）

労
働
保
険
に
つ
い
て

問合せ先

厚
生
労
働
省
労
働
基
準
局
労

働
保
険
徴
収
課

業
務
係
・
企
画
係

☎
03
‐
５
２
５
３
‐
１
１
１
１

　

講
座
名
▽「
や
さ
し
い
俳
句
講
座　

～
楽
し
く
学
ぶ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

俳
句
の
味
わ
い
方
・
作
り
方
～
」

　

日　

時
▽
６
月
８
日
（
月
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
前
11
時
30
分

　

場　

所
▽
え
る
夢
館
は
る
に
れ 

ホ
ー
ル

　

料　

金
▽
入
場
無
料

　

問
合
せ
▽
参
加
希
望
の
方
は
、
教
育
委
員
会

社
会
教
育
係
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

北
海
道
警
察
採
用
試
験

　

ま
も
な
く
受
験
申
込
受
付
開
始

「
道
民
と
と
も
に
道
民
の
た
め
に
」

～
令
和
８
年
度
第
２
回
北
海
道
警
察
官
募
集
～

○
第
１
次
試
験
受
付
期
間

　

▽
７
月
１
日
（
水
）
～
８
月
14
日
（
金
）

○
申
込
方
法

　

▽
電
子
申
請

　
　

北
海
道
警
察
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
「
北

　

海
道
電
子
自
治
体
共
同
シ
ス
テ
ム
」
に
ア
ク

　

セ
ス
し
、
利
用
者
情
報
を
登
録
し
た
後
、
受

　

験
申
込
み
い
た
だ
き
ま
す
。

○
第
１
次
試
験　

　

▽
９
月
13
日
（
日
）

○
受
験
概
要

　

▽
採
用
予
定
人
数
：
２
５
０
名
程
度

　
　

●
男
性
Ａ
区
分
：
40
名
程
度

　
　

●
男
性
Ｂ
区
分
：
１
４
０
名
程
度

　
　

●
女
性
Ａ
区
分
：
20
名
程
度

　
　

●
女
性
Ｂ
区
分
：
50
名
程
度

　

▽
受
験
資
格

　
【
学
歴
】

　
　

●
Ａ
区
分
～
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学

（
短
期
大
学
を
除
く
）
等
を

卒
業
し
た
者
（
令
和
９
年

３
月
末
ま
で
に
卒
業
見
込

み
の
者
を
含
む
）

※
高
度
専
門
士
の
称
号
を
取
得
又
は
令
和

９
年
３
月
末
ま
で
の
取
得
見
込
み
の
者
を

含
む

　
　

●
Ｂ
区
分
～
Ａ
区
分
以
外
の
者

　
【
年
齢
】

　
　

●
平
成
３
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
21
年

　
　
　

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
（
令

　
　
　

和
９
年
４
月
１
日
現
在
で
18
歳
以
上

　
　
　

36
歳
未
満
）

二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止

●
交
通
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
の
遵
守

・
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
は
、
カ
ー
ブ
を
曲
が

り
切
れ
ず
対
向
車
線
へ
は
み
出
し
た
り
、
路

外
へ
逸
脱
す
る
事
故
に
繋
が
る
お
そ
れ
が
あ

り
、
ま
た
少
し
の
路
面
の
変
化
に
よ
り
バ
ラ

ン
ス
を
崩
し
、
転
倒
し
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ

り
ま
す
の
で
、
制
限
速
度
を
し
っ
か
り
と
守

り
ま
し
ょ
う
。
無
理
な
追
越
し
も
、
正
面
衝

突
等
の
重
大
事
故
に
繋
が
り
ま
す
の
で
、
絶

対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

●
バ
イ
ク
の
特
性
の
理
解

・
バ
イ
ク
は
車
体
が
小
さ
く
、
車
の
ド
ラ
イ

バ
ー
か
ら
は
、
ミ
ラ
ー
等
の
死
角
に
な
っ
て

見
落
と
さ
れ
た
り
、
距
離
感
や
速
度
感
覚
が

分
か
り
に
く
く
、
特
に
交
差
点
で
は
、
い
わ

ゆ
る「
右
直
事
故
」の
当
事
車
両
に
な
る
ケ
ー

ス
が
あ
り
ま
す
。
運
転
を
す
る
際
に
は
、
双

方
の
車
両
の
特
性
を
理
解
し
た
上
で
、
お
互

い
に
慎
重
な
運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

▽
空
き
家
・
空
き
地
利
活
用
事
業
補
助
金　

ほ
か

広
報
と
よ
こ
ろ

社
協
だ
よ
り

役
場
だ
よ
り

広
報
と
よ
こ
ろ

▽
豊
寿
大
学
一
般
教
養
講
座　

ほ
か

社
協
だ
よ
り

役
場
だ
よ
り


